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水素社会に向け燃料電池車等が普及するには，燃料電池車に水素を

充填するインフラである，水素ステーションの導入が不可欠である．

ステーションの普及には社会に受容されることが必要であり，その

ために事業者および行政が「水素ステーションに万が一事故が起き

た時の影響の大きさ」を市民に説明できることが望ましい．  

本発表では，水素ステーション，特に有機ハイドライド型水素ステ

ーションにおける，事故時の影響の大きさを「リスク」という指標

を用いて評価してきた産総研の取り組みについて紹介する．定量的

リスク評価の枠組み，および各要素技術であるベイズ推定を用いた

発生確率解析，急性・慢性毒性や爆風圧等によるヒトへの影響シミ

ュレーションについての技術開発の動向についても述べる．後半で

は社会受容性調査の目的と枠組み，および結果について紹介する．  

本発表は SIP「エネルギーキャリア（エネルギーキャリアに関する

ステーションとその周辺に対するリスク評価手法開発と社会受容性

調査）」の成果である． 
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